
広報によど川 7月号 《4》

ま ち の 話 題

５
月
31
日
　
仁
淀
中
学
校
で
仁
淀

川
町
教
育
委
員
会
主
催
の
ス
プ
リ

ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト
「
三
上
ク
ニ
ト

リ
オ
ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
行

わ
れ
、
町
内
の
中
学
生
、
小
学
五
、

六
年
生
と
一
般
の
観
客
ら
約
三
百

人
が
ジ
ャ
ズ
の
生
演
奏
を
堪
能
し

ま
し
た
。

　
出
演
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
在
住
の

ジ
ャ
ズ
プ
レ
ー
ヤ
ー
三
上
ク
ニ
さ

ん（
ピ
ア
ノ
）と
、
池
田
聡
さ
ん（
ベ

ー
ス
）、
橋
本
学
さ
ん
（
ド
ラ
ム
）
の

三
人
（
ト
リ
オ
）。「
ア
ン
パ
ン
マ
ン

の
マ
ー
チ
」「
ル
パ
ン
三
世
」「
き
ら

き
ら
星
」
な
ど
聞
き
馴
染
み
の
あ
る

曲
や
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
な
ど
を
ジ

ャ
ズ
ア
レ
ン
ジ
で
演
奏
し
、
軽
快
な

音
楽
に
会
場
全
体
が
自
然
と
手
拍

子
す
る
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。

　
生
演
奏
は
も
と
よ
り
、
ジ
ャ
ズ

を
聞
く
の
も
初
め
て
と
い
う
小
中

学
生
が
ほ
と
ん
ど
で
「
知
っ
ち
ゅ

う
曲
で
も
全
然
雰
囲
気
が
違
う
」

「
聞
き
よ
っ
た
ら
楽
し
い
気
分
に

な
る
」
「
ド
ラ
ム
の
足
さ
ば
き
が

す
ご
い
」
と
、
目
の
前
で
見
る
巧

み
な
演
奏
と
ジ
ャ
ズ
の
自
由
な
世

界
に
、
感
受
性
を
刺
激
さ
れ
た
様

子
で
し
た
。

５月22日　町ぐるみで自慢の清流を守ろうと、

「仁淀川クリーン作戦in仁淀川町」が行われま

した。

　「町の川をもっときれいにしたい」と集まっ

た地域住民と小中学生、協賛のアサヒビール株

式会社（四国地区本部）社員ら約200人が参加

しました。

　川岸やキャンプ場などのごみを拾いながら歩

く人、池川大橋から上流（富岡橋、岩丸橋、日

浦橋）に向けて川の中に入って清掃する人それ

ぞれが、すがすがしい汗を流しました。 　約２時間半の作業でしたが、軽トラック３台

分ものごみが集まり、参加者らは「きれいに見

えても結構ごみがあるね」と驚いていました。

　当日は水生生物観察会の講師を務める石川妙

子さんをお迎えし、小中学生を対象に土居川の

水生生物調査も行いました。きれいな水に生息

する生物もたくさん見つかり、子どもたちも

「良かった」と嬉しそうでした。

自分たちの手で清流を守ろう自分たちの手で清流を守ろう
仁
淀
川
ク
リ
ー
ン
作
戦
i
n
仁
淀
川
町

本
物
の
ジ
ャ
ズ
演
奏
を
目
の
前
で
…

地
元
の
小
学
生
も
た
く
さ
ん

参
加
し
て
く
れ
ま
し
た

♪三上クニトリオ・ジャズコンサート♪

　1954年東京生まれ。19歳で単身

ニューヨークに渡り、バリー・ハリ

ス氏最初の日本人生徒となる。

　アメリカ最高峰のビッグバンド

「デューク・エリントン楽団」や

「ライオネル・ハンプトン楽団」の

ピアニストとして、ニューヨーク

で35年以上活躍している。三上クニトリオ
（写真左から三上さん、池田さん、橋本さん）

三上クニ・プロフィール



《5》 広報によど川 7月号

６
月
15
日
　
峠
ノ
越
の
菜
野
河
神
社
で
、
国

の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い

る
名
野
川
磐
門
神
楽
が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

　
朝
か
ら
雨
模
様
の
こ
の
日
、
山
に
は
霧
が

た
ち
こ
め
、
幻
想
的
な
風
情
の
中
、
十
三
演

目
が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

　
静
か
な
山
里
は
厳
か
な
空
気
に
包
ま
れ
、

平
家
落
人
の
子
孫
が
創
始
し
た
と
伝
え
ら
れ

る
勇
ま
し
く
凛
と
し
た
舞
に
、
訪
れ
た
方
は

息
を
の
ん
で
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

ま ち の 話 題

　岡本好子さん（楮原）が山へモチシバを

採りに行った日のこと、椿の木に一風変わ

った実がなっているのを発見しました。先

の方には花びらが付いて残っています。

　岡本さんは「においはキノコみたい。見

たところ人の形をしていて、椿の子どもの

ようだと感じました」と話してくれました。

まるで椿の子ども？ひとがたの実まるで椿の子ども？ひとがたの実

車検のことならおまかせを！
　一度は電話ください。待ってます！

吾川自動車吾川自動車吾川自動車
電話 ３５-０７７８

営業時間　８：００～１８：００
定 休 日　日曜・祝祭日 第２・４土曜日
仁淀川町向口　代表者 宮崎　照夫

四運証　第80-1115号　トヨタ検定一級技能整備士(保有)
自動車検査員(有資格者)　自動車整備業賠償共済保険加入事業場

あなたのまちの車やさんあなたのまちの車やさん
広 告

人
の
形
を
し
た
白
い
実

名野川磐門神楽奉納

平
家
の
落
人
伝
説
伝
え
る
凛
然
た
る
舞



広報によど川 7月号 《6》

　
町
道
大
渡
別
枝
口
一
号

線
（
旧
国
道
）
に
あ
る
コ
ン

ク
リ
ー
ト
製
の
ト
ン
ネ

ル
。昭
和
初
期
に
で
き
た

も
の
で
、
入
り
口
の
重
厚

な
装
飾
が
評
判
を
呼
ん
で

い
る
。

大　渡

集落見聞録
（第45回）

お お 　 　 　 　 　 　  ど

仁
淀
川
に
沿
っ
た
の
ど
か
な
集
落

　
集
落
に
詳
し
い
西
森
金
正
さ

ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
西
森
さ
ん
が
子
ど
も
の
こ

ろ
、
集
落
の
ほ
と
ん
ど
は
農
家

で
、
春
に
は
麦
を
、
秋
に
は
ア
ワ

や
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
収
穫
し
て

い
ま
し
た
。
養
蚕
を
行
う
家
も

多
く
、
現
在
仁
淀
高
校
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
と
な
っ
て
い
る
辺
り
に

は
広
い
桑
畑
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
当
時
米

は
と
て
も
高
価

な
品
物
で
、
学
校

に
通
う
子
ど
も

の
お
弁
当
に
白

い
ご
飯
を
入
れ

て
も
、
家
で
は
麦

飯
や
、
石
臼
で
荒

く
ひ
い
た
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
の
お
じ
や
を
食
べ
て

い
た
そ
う
で
す
。

　
終
戦
後
は
農
業
以
外
に
出
稼

ぎ
や
日
雇
い
労
働
を
す
る
人
も

い
ま
し
た
が
、
ま
だ
近
く
に
土

木
・
建
設
業
の
会
社
は
な
く
、

災
害
時
の
復
旧
工
事
な
ど
の

際
、
よ
そ
か
ら
き
た
業
者
に
一

時
的
に
雇
わ
れ
る
程
度
で
し

た
。
工
事
の
作
業
員
に
は
比
較

的
高
い
報
酬
が
支
払
わ

れ
た
た
め
、
住
民
ら
は

雲
の
動
き
を
見
て
大
き

な
台
風
が
来
る
の
を
察

知
す
る
と
、「
米
が
降
る

ぞ
ぉ
」
と
近
所
中
に
呼

び
か
け
た
そ
う
で
す
。

　
大
渡
に
は
比
較
的
平

ら
な
土
地
が
多
か
っ
た

た
め
、
よ
そ
か
ら
大
渡
に
移
り

住
む
人
も
多
く
、
現
在
居
住
し

て
い
る
世
帯
の
大
半
が
、
何
代

か
前
に
町
内
外
か
ら
一
家
で
移

住
し
て
き
た
そ
う
で
す
。

　
集
落
に
は
「
川
内
神
社
」
と

「
秋
葉
神
社
」
二
つ
の
神
社
が
あ

り
、
集
落
の
氏
神
「
川
内
神
社
」

は
夏
と
秋
年
二
回
、「
秋
葉
神

社
」
は
旧
歴
二
月
一
日
に
神
祭

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
集
落
に
つ
い
て
「
こ

こ
は
の
ど
か
な
所
で
交
通
の
便

も
良
い
が
、
世
帯
が
少
な
い
の

で
助
け
合
わ
ん
と
何
に
も
で
き

ん
」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

平
家
の
落
人
と「
渡
し
守
」を

務
め
た
西
森
家

　
西
森
金
正
さ
ん
の
先
祖
は
平

家
の
家
来
で
、
安
徳
天
皇
が
椿

山
か
ら
奥
名
野
川
を
通
っ
て
越

知
町
の
御
嶽
山
へ
落
ち
延
び
る

途
中
、
大
渡
か
ら
幼
い
天
皇
の

手
を
引
い
て
仁
淀
川
を
歩
い
て

渡
っ
た
と
言
い
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
西
森
さ
ん
の
家
系
は

代
々
大
渡
の
「
渡
し
守
」
と
し

て
、
昭
和
二
十
年
代
に
沈
下
橋

が
架
け
ら
れ
る
ま
で
、
川
を
渡

る
人
々
を
導
く
仕
事
を
し
て
き

た
そ
う
で
す
。

大渡集落

西森金正さん

　大渡集落は、５月末現在１７世帯 24

人の集落です。役場本庁から車で約

15分、国道 33号と仁淀川に沿って、

民家が点在しています。

地名の由来

　大渡集落には「ワタリバ（渡り場）」と

いう地名がある。今の仁淀川町森へ渡

る渡し場のあった所。仁淀川上流地域

で平水のとき、徒歩で渡れる所はここ

よりほかにはなく、高岡郡と結ぶ重要

な渡り場であった。川舟のない時代の

話、大渡という地名もこの渡しが語源

であると言われている。

川内神社

大渡トンネル

大
渡
集
落
の
氏
神

（吾川村史より）
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暑い夏がやってくる！仁淀川町の夏祭り

　
自
転
車
で
日
本
と
世
界
各
地
を
走
り
、
世

界
中
の
人
た
ち
に
地
球
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝

え
て
い
る
松
本
英
揮
さ
ん
。

　
松
本
さ
ん
が
目
の
当
た
り
に
し
て
き
た「
地

球
環
境
の
現
実
」
を
多
く
の
方
に
伝
え
る
た

め
、
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
・
場
所
　
７
月
17
日
（
土
）

　
９
時
30
分
〜
　
小
中
学
生
対
象
・
無
料

　（
池
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

　
15
時
〜
　
一
般
対
象
・
無
料（
中
央
公
民
館
）

　
18
時
15
分
〜
　
松
本
英
揮
さ
ん
と
環
境
を

　
語
る
夕
べ
（
中
津
渓
谷
ゆ
の
森
）※
有
料

問
い
合
わ
せ

　
に
よ
ど
自
然
素
材
等
活
用
研
究
会
（
井
上
）

　
☎
０
９
０
・
８
６
９
６
・
７
７
０
７

　E
-m
a
il

　in
o
u
e
.k
e
@
tu
lip
.o
c
n
.n
e
.jp

　h
ttp
://w

w
w
.2
4
1
0
riv
.jp

世
界
中
を
旅
し
た
エ
コ
ロ
ジ
ス
ト

松
本
英
揮
・
地
球
の

ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー

日時　８月１４日（土）午前１０時～

場所　宮崎の河原・池川小学校ほか

行事　魚のつかみ取り大会・ダックレース・丸太川

上りレース・仁淀和太鼓「一圓想」・鳴子踊り・清

流太鼓・安居神楽・もちまき・花火大会

丸太川上りレース参加者募集！

　杉の丸太を３人１チームで土居川の川下から川上

へ引っ張り、タイムを競います。家族、個人の部も

あります。今年から消防の部を新設しました。高額

賞金を目指して、ぜひ参加を！

第53回池川清流まつり８/１４
（土）

日時　８月１６日（月）午後３時～

場所　仁淀川町観光センター運動広場

行事　木工教室・サイコロゲーム・もちまき・

仁淀和太鼓「一圓想」・盆踊り・花火大会

問い合わせ

　仁淀総合支所地域振興課内

　茶霧湖まつり実行委員会事務局

　☎３２－１１１３

第24回茶霧湖まつり８/１６
（月）

※
両
日
と
も
天
候
に
よ
り

　
内
容
の
変
更
・
中
止
を

　
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※参加費用１人５００円必要です。当日は、川の中を安全に走れる

　ような服装（軍手・川足袋等）と着替えを準備しておいてください。

鳴子踊りチーム募集！

　あなたも鳴子踊りチームを作って参加しませんか？個人での参加

もお待ちしております。

申し込み・問い合わせ

　池川総合支所地域振興課内　池川清流まつり実行委員会事務局

　☎３４－２１１４　FAX３４－２６８７

ご予約・お問合せは ０８８９－３６－０６８０ でお待ちしております
木・金・土

サマー・ビアバイキングのご案内サマー・ビアバイキングのご案内

※期間中の夕食は１８：１５～のバイキング
　料理のみとなります。
※中津ふれあい橋にイルミネーションを点灯します！！




